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大阪湾重要魚郁生態調査

カタクチイワシ
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2 ：上ヨリ l…2I北部は（5.6巧〉に段も
2 I上ヨリ 2 l組成のJt；：てr
31上3 リ 5 ｜少なかった。昭和2:3年
3i土谷り 9 I仔ゑれま

3: rm 外 ！この程大勝成魚 fカナヤマ」
61第7I溜 i第 7iZI休Ili:(m）と体iえ（L）との！!hi捺
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平均卯数〈左襲〉

N=a'LS' 

第18国 mj立l'i民社Cm）と部数（N）との関
・mm重量の

目立側部mm及主主

i!J.内

古川I(19.32) 

7）体長（Tn,m）休長（Tmm)

・c: fi[5会三

K 125 

くg)

N=220.8W1＇οN  = 17L1川 tX 1か1・Ii
如来設註〈 mg) 

N = 10135 WI36 

f本長ふ0mm
Jr,1誌を

去

し－；：－； 1E 

絹市内2

瓦手（7.8 号 J ：まrt：，~－ぬr＠がない更に

北却は5.6月正法も

少なかった昭和23苧

仔魚は

との大形成魚~ rカナヤマ」
加 7区If本竜（w）と休長（L）とむ関係

KI 

11国 ｛本長と早llJ込Z玄室とり関係

部数

N=a'Lb1 

第18図卵巣受註（W）とリil数（N）との関誌

卯品目走。

1文相I］古i；及び
山内

古111(1ぬの
7）体長（Lmm）と謀長 Tmm)

で［f｝専が

KI 25 

休（民（wg)

N=220.8Wl ・t.l N=17LU・HX 10叫］ H

卵巣TIH1i:(wmg) 

N = 10135＂・－136
搾長 5.0mm



緒 一－ == E司
カタクチイワシ（En去でaulisJaponicus Temminck & Schle~~el）について法従来しばしばマ

イワシ調認の~Wi片的；こは観察されているが、カタクチイワシを主体とし？こ研究は、筆者の知る

範認では村上•Irti江口949）、井上（ I創設〉、前JII・八陣 (1951)、反容・主JII(1952）、篠宮1• 

古川（1952）、シラス［こ関する石山（1950）、雨宮・日比谷母おくiむ50）、諸氏の報合があるに

諮ぎなL、。掠って生態；こ関しても不明の点が多く、特i心部手性（内的）Dものは各地岐によ言ぞれ

ぞれ独立したがf:.tl0休が島って、そ0政境iζ Fe；じた生活様式をもっているた祐一法複雑な~！：Ji訟をごし

ている械である。

禁苦：工大阪汚（大政ff.H部長）lこ来迭するカタクチイワ LC生態的；W.Ef:己主f行い、その大袈を明らか

にし何．たのでここに報告？する次第であるc

本調布にさ;1!J 協力下さつにl司主ω自治設、 Jm1Hi書久也詫君主始めl'JJ.iF11手伝言E本文を草する仁石毛主

な助言；iおこ校i品！の労な得額ひした宍f~；i科苧fiJf究明中村守純氏にぼく手llfitL1}1 上ける。

大阪府下におけるカタクチ4ヲシ諜業の紋安

本忠之おけるカグクチイワシはi(f-下絵：Eti:'ii0) ~i守GO S16を占める気安：（Zi,-e、年産 400万立以上と抗
される。 tfa只.a）主 ：－J:.ものはrfJ訪問と地セ：；flC' .. 昭 ·f:!l271J~皮大政出水産続三｜によれほ l!J;Y;斜と地

き！謂でfi::1.({tr，主主の約7&5-'bを占め殺り 13J6'がうな

置続完誌の泌氏じよって治獲さ・れるの

rtJJ許認jは設近11:J下；こ35絞るって全M；のGGが

をi.fl1，出している。 iJ.(tWi：士大体7月から‘11 J:l一

杯で8.9 J:J が’＇.：Ji:H~i.lUJ と立っている.， 1主場法当

初i知治、 i友好；付近で、主として行われ，るが次
第に北へ移動し、 8 J:J；こは堺；'lit乙主dJ、Jじ後

は殆ざ務主lJょなく、理、大版11!！七 rir心に行む

れilfj一杯2ごもって経る o1M漁業＇.:t1~：： llll1ζ 誤

られ、夜tH!j；芸大f:-lJtHによる謹業Ii封じられて

いるs 巾治制のブミ今さは普i泊長さ 200弔］〈出

子方） 1!1 'Wl羽E、絹号告；逗 （112 40馬力前後〉
守的2～3：主主任～Bn；.力〉恕設経i～21.;f・（I j主
｝］内外〉の話窃からなり、 iた将犯人内外

がこれに災計する。

地受精 .ii~tqr[,tから：Ji. までの沿岸世行われて

いる。籾の長さは150～300};}:（淳子方〉の組

問で漁!tilrJ511から匁1f.2丹与えまで行われる、

盛治J(f].:!5. 6 J1 2えコ10.111:1の春秋2胞で、

瓦湖（7.anは治ご’i魚般がない．〉廷にこのii{t
f建設況を地J:iれl]lζ見ると北部が最も多〈、地

度調話滋j告吐の71%を：t〔なf遣している。 τたでr[1

以
ω
＠
O
＠

大政均におけるカタクチイワシ諒1Jltsl 

漁提出域漁lUJ－終誌な！誌のrl1著輯漁窃・く8月
～l 1 .13) 

初期のill混線漁場（7月）

12月下旬－2月のIll道線（匙鰐漁投〉

大限；存治r.1:1也！！！.絹£：.立場（5月一翌年2月〉

一一－1



部、市部、毛市へ行く；こしたがし＼色：；践に減少している。又会地域クコ廷占i:f!.i.JY:lを見ると、北部は（5.6

月）に設も多く、政jリH主iI J:) f~＇iに銭i去しJJJ らしいものがある程変の J11；では、モ Viよは少な寺、。中部

はj己主［）とな茂対日存苧よ hも扶手の右が1:nって話.tf'安が多シ、α忠告：拭総！相官民少なく、 5.6JHこ若
干漁r＠ぷある底究で11JJ lC.は縫っ℃いるく第3図〕 c 操業は夜間からi当方にかりて行われ説認の築
業は殆ど急ぃ。

シラス漁業は｛f-苧件、U;:~ ・・・・・・・1,5 }jが設も多与、〉と秋季（IO.11 J:J）の2自で、群挙立城下全域で
行われるが秋季は只足以i誌に~~られている。しかし、シラスは殆ど選年各地で見られ年iこようて

は五手、手i：当；~far話されることがある。

投（万〉 貫（万） g r 

・10 
8 

30 

20 
4 

10 

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 ij 5 fi 7 8 9 10 11 12 1 2 

•-,w. 史鱗 0-l!J清朝 母…北部 0一中部 企…南部

第2区i,1]:m潤及地曳調ぬ獲高 第3団地良弱地峡開設1.1安t:i

キオ 料

本訴告に使用した村持刀、主として昭お261J:5尽から11]j地曳潟、定世柄、〈沼絹）にき(;J：設され

にものを用いた＝＞ !IH；｝斜のものはJN1業のi時：itJjがf煩い上仁、常c.iff.i. HY：を正iって広諮問I'（む励する関

係治、臨場所がー；乏してい主主、ため1m.rを批股が諸椛lこ蛇揺し難い点など、予I~態)11.1~読の対象としては

1) 従1i:上大銭高治！予を次の3地域く分げた 北部（大荻－』j~プミfit) •!t部〈宗大flt－佐野〉南部〈詮野以南〉

一一2一一



不法当と息むれるので関用しなかっ亡。

本主科の採集iま毎月2痘i乃至3［語、 J[fi]lOO島内

外a:1.菜作母主主出して10；＼｛ブオルマりン校で間

定したもの設用いた。共｛岳協院には1誌も損傷

の少なかった。11{:i,t;ri 2311三1 l Fl 6日j:［！！.曳網でま号、主：

された体長50-90mmのものを使沼した。又

抱写fl舷1lMJ袈it.は昭和24':V.5 ，ミ21日大和JII尻児

島る定位揮でtillれ七祢民 76-94mmの親i.(t

50廷を使惑した。与lll之びf子怠9はll日平1127年10.

11見？l文明行った時卯時計探〈予言；jffll,}?J!E)Iζお

)Jr 

2 5 

5汚，s

10 

6 Jj ，♀ 

いて窃j雫m綿によりさ在百採集したものであ IS 

るc

体長C拳罰的鑓化

5… i i巧iて；i!J.、獲されたカタクチイワ乙のJg

HI] F七長組成誌、員~l表部，j;:g}. 5悶のお：く、少な

くとも A-D·乃 4H遣のゑm~r.t.：がある、これら

の伶長の季節'i'~変化を 3よると、地曳制の治っ

たろヰiこは体良市.0-70.0mm会話会 91:11とカit

85 .0-90 .Ommに捜する比i史的大形.（｛t(AH下

…a配合む）のみであるが、 6J：］に入るとこれ
きお大形た記仰って3-4)3出静化したと忠れる

35.0…40.0mm及び45.0-50 .Om1w乃fffi魚が

ま見！tろ、 ζの昨f号、はやがて、号丹に（ま7n.0-7

5.0mnH二成長ずる 3 (TLlf(, .. •d を合 tr）。又9

Hには悶じ春季：静化したものでもやっと後If

発生しずこ休長55.0-60.0mmのものがA、B

併に詰るってj魚、！~さ ti る（ C 1洋）、 このC1:N:tlむ

耳iこは65.0-70. 0mmに遣する。又 10-11丹

7 R io 

8月日

15 

9月 i司

10月 10

15 

11持ョi J 

SI' / 

30む iri mご 猷 S 今日

ド0 ・ミ3 5ち世 65: 75;, B!l 慎吾 口弘 2

in 4 r文iJJ }.HJ体長組成

l) 大医f{if延長てはこの程大穆成魚「カナヤマJと称してρ 1.,

2) 中井甚ニ郎氏撲の与［九緯魚知県額

一…－3……ー



都 1表・ 月 ｛本 高且日lj 成長

l、ト~J~，j~ －11!Jj [l lど－［一一一 l ’ I ' 

. J:::: ~!t !~ } ;lini¥_ ,'. 
li:":i f 行！休長・，n-,n＂－－－、 I,1 l 切 l [ 

45.0-50.。
50.0一日.0

55.0－・GO.O

60.0ー G5.0

G5.0← 70.0 

70.0-75.0 

75.0-8.00 

d.00-8.50 

85.0-90.0 

90.0-95.0 

95.0-100.0 

D1il；考 lf(J fn2G平
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民はll!fこ発生の；呈ll た，j 、形RY=D が現tiる·＂これら会群D発fl:.1時間を~＝Wi:'1守 i亡 11子科：すれば、 A悦乞
私f子、 B、。併を存仔、 D群を］；［仔と云ひ得る。

J虫魚：干・i,,J

90 －・!lS

65 －守寺

llO ・輪車5

守s-eo 
70 -75 

cs -70 
en -E5 
55叫 6G

5寺崎ss
45 -so 
40 -45 

35 -,o 
30 -3r; 

5 ヴ " Sむ
II' ・・

A 制 ｛耳世保｝ . e 綜 ιn Cl. f子｝ }(. Cね｛整作｝

第日限If.f.1, :ilJ; ~jlj 成長成

皮 長

内外D成

ii立詑各点1、i洋~J!JJ)成長j友を見ると、 A j完；j,lヶ月約：3mm内外で理く、 B.. CJ誌は1ヶ）=jlj-.jご11む：11111

しているの叉D/ffは若年点：、だりに成長はI詳し iケJ:1約 i5111111程度の成長会f訴し

ている。（第5関）

今！民に比較的連続ずるa線とbまJ,l;をifii:ぐと？j¥G図のおiき成長1th訟をご得る。このuh総によが認、 カ

タクチイワシの 1ヶ年；？をげる成長庶は訴え設2ヶnし〔体長30mm』ζ；Jむしシラスi誌を怒る。児；ζ2

ヶ月を認て体長GOmmrrj定し早いものは成魚となる＇） ｛：き 1 ケ－~f.で大f*IOUmm 記述するがよ去後はあ

まり成長しない様である。大成汚では休日 100mm以上のもりはデむし年令もmど出：J－魚で‘言う

った点t>、ら見て訪タクチイワシの：与命毛Mrr:2ヶ年がfilミ授とぷわれる。
体長（mm)

95-100 .. 

90-95 I-
85伽 ・90ト

80-85t・
75ーぶor
70-751-

65-70J-

6C・－（Sl・
55…601-
50働－551・
<1s-1or _ 
,JC-t5t-

35--WP" 

30-3sr 
2!:--3)1-

20-2]1-

1さ…ゅ＇.m:I'"

10-15＇・
t I I _L＿仁_J_一一主一一L__l_J
90 120 150 1将o 210 240 210 300 330 360 a 

京 5凶成長治総 長嶺



体長（Lmm）と体主（Wg）去の関係主和対的成長の…段式仁三！とめると、

wぉ 0.000121L2.95であった。但しこ母式の常数は体長，10.0…100.0mmの範聞に5!iii閉されるもの
で40.0mm以下のものには諮用きれない。 〈第7国〉

o, 
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L 一一聞
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弥長と体重との関係

50.0 60.0 70.0 80.0 

第7凶 弥泣い1)c f本長（L）とめ閃係）
90.0 150.0 

管椎骨量

昭和25年6月及rtIO. I i間｝jの託1:iiからそれぞれイイサミの英会るものについて（tf:;2斑）背椎骨数者
;U.i,i刊した結果、第3去乃tm＜、 44.81土0.50～，15.55うこ0.55万間に変iちしていた。 これ等を説記成

長度から発生時Wlに分ける F、事手U-5JD発生したものはお.55-'15.28で毛太平よち冬平にかけ

て発生じたもの44.8:J…4,1.81より怒：三多γ数を示していた。

第2表 千子椛行数諮去にN!f.Bしたもの

、B，ノ
5
初

2

2

3

7

3

4

4

め
8

3

I

1

2

1

i

 

r
s
t

、

〆

’

E

、

、、Z
J

I
Z
H
4リ

完

M
ρ
H
U
Q
J
V
F
O
F
O

に
U

9
削

E
且

1za

’t
吋

3
0
7
f耐

、、，g
’Fi

i

 

3

i

n

v

1

3

4

5

4

2

2

一

！
ー
い
i

1

1

；
l

i

l

－－一

、言，J

一

2
q
M
i
n
d
－

7

4

5

9

8

2

2

i

一：

s
i
を
i
円

J
ι
1
A

十
全

κ

〆
g

、、
、

1

↑

1
u
 

l

－－

j
？

e
t
i
i
j
j
i
t－
t
i
t
i
l－
－

1
4
a
j
a
l－－

zzeS522！
i
l｝
tills

－’
e
j
 

…
約
九
…I
1
‘
 

一止吉一の

0

0
一
鳴

ハυ
A
H
V
A
U
n
υ
A
H
V

ハU

ハv
n
v
o
u
A
V
A
υ

ハ
リ
《
り
・
・
一
や
ら

．
．
．
．
．
．
 
・

・

・

・

・

‘

・

0

5
…
〈

9

5

9

5

5

0

5

9

5

6

5

9

5

0

0

～
為
8

3

3

4

4

5

8

6

7

7

8

8

9

9

1

1

一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
…
一
一
〉

ハリハ
V

ハυ

ハυ
A

V

A

V

ハリハ
V
A
U
Q
V
A
V

ハM
A
V
A
V
A
V

一

．．．．． 
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

一

．

、

5

0

5

8

0

5

0

5

0

5

6

5

0

5

0

7
・t
K

2

3

3

4

5

5

S

6

7

7

8

8

e

g

o

－一
i

↑均CM
 

。

14 

(25) 

6 

0 

12 

(22) 

3 

22 

(42) 

23 

8 11 

(30) 

23 

11 

12 

7 

4 

も一一ー



!Wifl：当時の

j j阿国.＇）

レし，dn
i
 

me＆
a
 

J
 

n
N
4
’
 

hι ’J
 1
 

4
寸
d

El }~ 

11. 8 121:l 10日

。。
ー,1 月~｝ f:I 

数官俳判色脊と

:-1主主Fff f/t；：什猷

4,1. 82士0.3d

長｛本第 3表

1屯
,ll,ll 
1
 
1
 
1
 

長｛本

75.0-80.0 

115.百円土0.50 35.o-,,o.o 

lf; tt I 

場所！

住吉 I 

堺 l

出石

e
－．
、J
 
1
’
 
日

十主

H 

6fj 7 El 

口
Hqu 

同
門
川
P
U
 

I 0. 9 日
H

4
3
 

1
9
d
 

,15.33:l 0.,17 ,15. 0-50.0 Gl;J 15日

l:j.d 5月1日1,1 ,J5.2U二0.45 30.0一部．｛）同.'cl~」6月17日

、守I0 .2 12n20日0・》
・・・e,1,1. a＇..＇土 0.5775 .0-80. 0 ’F d’ 

22.0 6月8日

2JJ2J El 

24 44 .9G :t: O. ,15 65.0-70.0 ℃！c 
!Cl Hμ 10)1'.l!E! 

8.7 21 411.81土0.5085. (}-!)() .0 府// 

2リ.29Pl I日40 ,j.j. 83士0.5050.0-55 .0 同

右i高

I L8 G El 

2~ .1 6月23目30 45 .o3:+: o. 44 65.0-70.0 11 f:l 11 日



雌雄の比

!J1：訟法上じ；ま…JJ:zにみまち火設はなく、航61.696'Mii38 • .t9t)・・e若干i続ぷ多し、。しかし第持He見られ
i織

る按；こ j式部，（｛！が多く合jしているもの；三ぜ姥の占める卒は多くなっていて、成；~·%なが50出以上合れ

ている託料では詰r百九%、 if均70. （ザバの ，（：司、；を以している。こうした現象は昭和241f5 巧 ~5 日採

集した観点：i,100九の中総がFri，ζ5J己：こ過なかった例もあり、本ゑU）詑Jj!-;持ltllに:tvける雌除は井上

(HMD）力指賭された如 q守S1~l!- ~IL成をもっt：いる筏℃ある。

総長と体長との慌係、休止帯形成の時期

材料法10メフオ nマリン法で問先した体長50.0-90.0mmのものを使用 し？と。議査に当ってlま

カタクチ弓ワシの肢が休の：t1if立によってその大きさや、形；IJ；が著じく呉っているため釘取場所を

胸部件側部（？fti/i'突端下と との中間〉の鼠くi浪られた部分i亡鼠定し、臨もi辻少霞誌に‘：3-5:f文

とし、上詑会！H立に践の忌いもの削除外した、その結よJ!olt己を測定し符たがそのrrif,"Jト.1i!i子 （第i治）

を認めたものは42,11であった。

体長（L・,nm）と続長（T

mm）との関係は第8陀i

のおI（、

f,J;:Jえ（mni)
30 

2.5 

2.0 

[1JJ主1)式 1.5

L=22.08γ 十28.28 1.0 

で表わされる。 0.5 

Hミリー：花：ifJTえのllij=l関を
25.0 30.0 40 0 50 0 

yイJ

．・／／イ
／九時. ~－··『

60.0 70.0 80.0 90.0 
体li(mm)

久｛，≪（I 83む〉カミマイワシ
ms陪i件以（L）と0lHfC下〉とのi見探

において用いた、

l=K→－｛r (Lーめの式でね7ると第9出の711（体長。 60n内外で賊され、問時（11H 

6臼〉まぜにが:Jllmmの成i迭を示していた。従ってlifjflc成長疫力、ら推定すると、休止坊が形成され

たのはり丹治後と去うことになる。カタクチ4ワシは大体、体長引｝mmに淫すると生知県が成熟

し的治るが（後討のこのI同予定！と休11::1irn邸主の時；Vlとが一致していることは興味ある現象で、｛本Jr.1i17

/fjJJえの持組と生五.miの成虫~c の nni二的f:fjiかの関係がある絞広忠われる。

1) f龍邦数調査にftを沼したもの

一一一8…一一



カタグチ 4ワPの持が始めて務戒される時期について、従来一般に昂ひられている方法（第8図）

によりお'lf定すると体長28mm内外で形成される．

10 

。五
15 

r 
;J 

《
U 50 i；。 70 80 90mm 

三百りは ｛本Jlγ；Y?Jfbriえと；：；：：j；当Ii与のf・l(fo;Htrえ

避 im 

1成熟度

カゲグチ号ワシの成熟度及び成怒ゑ（・【ff:）の掠長in戒をG5G尽についておう宅した会ι 第

IO：可をRHこ、 さきっては民怪 0.60ミn.n以上の：mを成熟ヨpと見倣して未熟那と pO}IJし、夢u長を

取引してi会誌の給与3、 0.（泥沼こ：u以上のHU）：＇.＂合 tJJJll;Jb をもった；またを成熟ゑ CA）とし：共 i世話プ ~tミ

成？主，（（1..としたが中氏袋詰 0.60.n;.uはと・:JJ大限卯をもっていてもそ民数が非常心少なく数拾のみで

、式協はきちi定出来ない按な未熟！JU乃みのものく故早jJ；去と思われる主の〕や、大部分が長認0.40-0.

i>Om;,11 J）もののみか、又は提径0.むOm川はとのものぷあってもぞの密誌が的措で｛船主0.40-0.:0

mm震安のものがえ；部分を占めている誌なもの〈成熟右上と怠われるもの）もあったので、これ等

は便宜上前汗をc.後押をBとし、成主主ふえと区三IJした。

各探知弘亡よる成熟ゑの混在IIた呪は第4去の如く全部！（5-1i月）を油じて多少之も成熟糸が含まれ

ていた、その事は6月日目、 S丹23日、 lIP)ll.19倍、を除て；ま多いものぼ 96%の応挙を示し、少

ない色のでは2l ；＞«：の成熟魚が合作ている。 ~~ill存.~さ v非常に少ななかった、 6月 15 日、 8 汚 23 訂、

11.1311.198のものは埼ど或たとして段 1)illうことの出来ない筏哉、 小形なもののみであった。

一一－9



しかしをきj切を揺じ成熟1なが出おしている事実

t之、大安：f与におけるカタクチイワシ J)t,tlj［~が ふ

帰ど幸子子iこ瓦って行われていると云う従来の

捻；；UJE〕設しているδ 又，t.:f！｝の地え樹，；，i.虫、獲

;p：ご兄には、ぜ件以 2TIIの；Niiff.i.:tl1があ告、その大

/C 

部分示中部以北の限られ、特iて北部lニ多い点 IO 

乞見；！l；工、ブ〈以ふきにた：？る iJタクチイワジの

j初]111：易会：係当北部；こfi司していることがな刊誌さ

れる。

おlruff 2. B • C • l二ついて見る土、む；jlぎHおは

B. C）.；まいやれもfht・ rJ，られなかっ？こものが

7・i；二入ると B；二信当ずる成ゑれややii立っ

てう採る、 又り月以後；乏なると£JiにC；ζ相当ず

るf丸紅部活：：，二liりIIして来る会

とれ等一丸（（i_OJf不良詰或l工事10習にヨミした如

く、 ー存 7戸（5-7 丹 ） 0） 成？；：~＼.（〔l、｛主体長60.0-D5.0

ill",11のnnにあるが、火器分。ものは、 7.50-

8.50.mn 1) rj1日合まれているの 8月に入ると

1vrm欣苧JJ~fU311；告は入るが、この叫になると

容には全然はられなかった誌な小形wr~ ζ もか

なむの成ぷ乏しが合之れ・ζいて体長組成も制維

し－01ミるa しかしその中仁も｛本長75.0-95 .0 

-.11・,nのものが誌も多くをおめ℃いることは春

卒の場合と！司掠で、嬰するiニカタクデイワシ

が成魚となる件長は？？諮 75.0一85.O・,nm立tr後

で、早いものは事手においてち0.0－防..Omm 

、以7手：:l50.0-55.仏llillで~!J込が成熟する。

三ド請における；点三主店、の；誌小jf~~ま 1む月 21 日｝'.f-:U!

の53.4mmであつにが、おそらくこの程度が

カタクチイワシの生物ザ：（1'-,1立小形正法い得る

生来〈？ある。
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衣：乙卵巣立川、卵巣民、｛；！！等主基準として；＆1.{iの程在を議在したコその方法制限資料主宰

(5-7):])f大（8-1i月）1J)2¥tJl1亡分け第ii一部訪問の立IIく体長との関係においてl吟味しに。モ0）結果

与l1J4i.,(1)！~｛＼：去の！ilU＼~：11Jn弘主註i二おいてはもはっき告と分けられた、 QI］ちて｛手:f－＝ においては来成熟，（i,え

は体長の大小にかかわらヂ卵巣1f(tおお0mg以下でゐるが、成去しなi、の場合法体長65.0mm程疫のも

流石に体長60.0

mm以下になると成熟たでも与um・・Tt孟50mg以上のものは少ない、しかしi可じ大脅さのものでは来

成熟ふと成熟.~（l，との間には切らかな相誌が認b られた。

秋季の場合もプくf・下町じ傾向i二ゐるが、のでもD;l込ヨ£.J1l: !150:.n立以上でめっ仁。
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諮
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成． 

卵巣説。場合：z工、卵巣電話；程には法っきりせず、特？：私苧のも(J)は混然としていて、民間jし雅

しかし春季に.to・いて成忠良の設も多〈を占める 75.. 0-90.foinnの出iでは、卵弘長20mmがそ長

成熟魚と戎f＆.~｛1，との験非と去や得る。

kltC'ついて見ると脊卒にあっては政訴糸口 25-35のmi~z: あるが、オミ成熟，（（1，は 15-25の簡で大体

七、。

おiJIJI.終
関設年・j, (1950）マイワシ必成熟京表決法として用びたj手長×100（＇表わしたもの
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25がその指変と云える、扶手のもの；ま卯忠良場合のと！HJ~京区1}1j し難い。

体長との関係法い宇れも体長の大きくなるに合札てJi'"!加しているが、間体的変異b；著しく特に

~mw；宝 lii:lこかいて；l!iしし、。
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第13区lKlと体長との関係
＠ 成熟 。未成熟

以上の結泉、成熟度の限界（指度〉；字型－~達成，（なとして敗以われる体長 70.0-90.合mmのものでは

-!JU込霊法で50沼店、。Iii込使で20mm、kl25をもって成熟度の指喪主去い得る。但し本誠査に使用し

た科・料の的どが体長70.0-80.0mmのもので後誌の抱卵致謁尽に使用LTこ体長80.0-95.0mmの

貌魚に比べる在、；1~Jlb t:t tJ、さし従って卵数も少なャ点、これ等は奨vEIT!.m昨とは去い得ない、

おそらく披等が本絡的産却を行ふりiまもil.i亡、 3-4ヶ丹後t店、われる．
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2 抱卵数

大和JIIDLrc.設置された兇；丘（謀総）て~iff.i.獲された体長 76.1-93.8川 11続，急50｝.己について抱卵数を

制完した。その方法：主前記袈令、~ 10；ぷフ ;;t-ルマりン液で向定し？こ後、 5支部守切践し、 911県な取出

じてスライドグラス上にほぐし解出掛j立鋭下で全数を算えた、この場合の全数とは卯の大きさが

大休3--1段階ι分？られたのでその中設も大怒号）l}[1 （民在O.H0-0.SG:.mn、第一次放Jmと店、われ

る）乃みで、共訟は［窓外したが、次心長径 0.4rnn1内外力部2~放卵と忠われるものの数試大体第l

次設卵と忠われる大形手i1とほぽ阿波であっfこ。（第5衣：）

第 5表第i次放号11数と第二次設卵数との比ii安
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ヌド調？lf.の結果によれば第B去のお代、カタクチイワシの抱卵殺は各i自体によりかな与の相違が

みつて、 最少1690泣く｛本長78.Om,n）から 1~多B:341 粒（体長93.3·,mn）で・平均458:3もそであった。 しか

しカタクチイワシが到に第三央、部:JJ，く左rmgi；をffうものとすれi工、一足（｝）放g；；数！120000枕iζ近

L、数にのぼるととが考へられる。

第（；：表抱卵数決i定

~I --- 屯 J ソ卵iJUfff,l・l体 m . 1.：よ 長 iJjJJ!n.w.をt Jjp Jt ・P-.f I 卵 似一一一一～X100 
! （江 ；： mm: g（両語、 ·~ll'， ~1 ［プ刊号） J （阿部）昨 点

設大一段，J! 8ト iI 193 8ー7ti.I ! O 91-0 14 : 3:3山 9I 93.11 … l(j~l~;~ 10.一
千 均 iG • 4 ± I .. 21 85 • H土4.50 o .M＞士仏14 27.8±26.引 4583.5 . 7.G土I.4 

手ij数（N1主〉と体長（Lmm)lえむに f本mC"'g）との関誌は第14、第15関iニ示した段iこ｛語体的変異が

あって広汎に夜酷しているが、大手~〕つの1IL線で税われる。これを対数で示すとそれぞit 第 16 、

抗日留の主11くになる。との亙話！v)(ti｛きからおェェ：nvb).kびN口 a'Lb＇ σ9•1i·散を；jと＆ると

a= 220.8 b== 1 .G a'= Ii＞て 10-rn b’＝9.0 であったの

一一冊14-
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松'1,X

8000 よ

7000ト

6000乞

5000 ~ 
4000 ;-

3000 ト

2000ト ・／ィ・
1000ト／／

500 I ' 一吋叩－・

0.1 0.2 0.3 0 .. 1‘ 0.5 O.G 0.7 0.8 0.9 1.0 
界iant;ii.；く計

fff!8活 字u込.YUi.(ill）とどれ；：；（：＇＼）との間話

100詰千均 i0.8・ご：J.lでm,nYff誌の休直に及ぼ利彦容は少ない段であるの

l;ii 1t1屯J1H mg）と J!li数（NN：）去の詑箆辻 tf~I8罰；ニポした主(I く、 手IiJi~ f玄武の大設さに！和、む訟

は！告加し、その関誌iま N = 10135W-l:JG で現わされる。

卵及び替魚

!l/il,il27'if10-l i月大山宿泊W21XW1l況で・l]jj及び仔・，（なの提出を行った。 i1f]hi功。）fv,l?iftについては改

めて詳細re行う予定であるので本引では提出した卵及び仔ゑについて制限に認やるiことどめた窃

;iii以びi本長 3.0mmP-JJ'トジコi子.（（tはブミf;n川坑を中心としたー・1.Wで採tlSIH来七のみで、｛出 cは持集

ll 11来なかったが、体長5.むmmf'r-[/£O)f子魚十よ担当広範［~iiiC. l［つ亡保県出来た：；，t詩集し得た./J[,J)大き

さは、長f{i~奇心一 l．｛〕mm(50t：立iWJ,iDで約i週刊に瓦って、数回持!l！したいすれもが府花区Jjなと思

われるもりのみでおったが、とれはおぞらく、カタクチイワシの漆lJ!jが夜間行われ、一議夜内外。

お1日時む併｛じするため主誌の保提Dみでは張主過韓ひ呉るもりは採提出来なヵ、ったのであろう．

f子.~色 lま3.0-5.0mmのものを持出し得ずこの

体長約 3.0mm'1)仔魚、は鋲泡fこはオミだ殆ど色おはなく、 /I芹援も完全に投牧されていな¥r'0 ｛本側

の色三誌も紙めて部かに約給基成坊と校側籍、 m,n及び符防！1~~部に，］（，：到し、 /j[f勺P付近に箱々大形

な住友・が現われている程度で、むをもく附｛じ芭援のものと問、われる．

体長約5.Cmill：ィ：なると際援も完全it'.吸牧され、懐抱の色去る完喧し、背出と足3:'i'とは分離し

カ‘点、っていて、共iζ約：患の！京芸が泊先られるの

一一一l6-



議

本報告に於て泣主毛し℃大阪滑に於げるカタクチイワシの生態につむ べたが、

ワシ謁賓としてはずれ立移動状況、共地乏し？？手；り系統専について t'行う必要が言うり、

カタタチイ

これ等のti芋

籾iこついて誌今後；ll.',；控主行ふ予定であるグ、 Z計百出力ft特によって得られた知立を以下時記す

‘『，
r.Jo 

〔移 委主〕 大限｛JtJ）カタクチ 4ワシに；主 ij身丹でfh~（じし、そのま L成魚、となるもの、 2 f日歌む諾

、湯浅：？？〈和歌ill＼＼深川こ鰐記して 6月上告］大夜？？ぎ注入り北上して或；色となるこつの系統がある践に

沼、われる。 ぞの中比較的広範自に持ill）） ずる後替の場合を、 1f.(1,1~f状況や r!J:m網漁場の変翠から想定

すると、和歌刀法：；Hili:Vシラスifffir'fiちが大ft3月中lo]頃かι始り5月一杯で義型 以後殆どカタクチ 4

ソシ われないのi!G月ば すでに大阪？？内；こ入り込むたゐで岳ろう。 大限雨、IC入つ

たこれらカタクチイワシ辻、比較的；q1合を返って北上し7足立i佐野、 W:f:nlIIを：諮って8月lこは平く

も堺？？に淫する＠以後あまち診勤すること註〈堺、大Viy,J1をi:Jr，むにJ払

月初旬、沿岸水誌の降下につれ法夫沖介を詰って言下する。大政府に於亡｛土11H 12見上

切にrtJ常籾j怠

ている！Jf.~だよ 12 l:l 下埼ぷ洲本~q1iζ出漁する｛：芸評jj二六倍カタクチイワシカミ：U1主々詩、5iiされると云われ

、叉その頃えなるとJm本的近で、 このブジ；ヨカタクチイワシを民的とした、 r!11主喜志f.{t.-/.J~ 』fi る。 この

漁業法当湾（12丹下＇，，］ JIJ至iH上局） Jm J.：：：.ド付近で行われるが、次第ILHf；こ移って、和歌むii；；、？易

投開で格る。この！l!I日i，こ2ヶ月 、本1なが：mf巧；：子；i下を；告u、で居るかず1/Sわれる。

で時｛とし？こカタクチイワシ：士、 FE什む1況の汚話法見られないが、 これら 2群が系詑(l',J克つ

たもむか否は現存：断定；l!i来年いが、？芦苫ば、 これらの会liri:ri大阪間i：.於て；士、 iヰq:Mむ4然2なって

ぃτ常ι同一行抵in：：： とっているのではないか左考える口従うて高下の場合も j手内 したもの

も合れておち、又和歌山方路上り入ったものも百九ょ切る訴が考えられる。 こうしたこれ等…1ff:

の動について誌、地t札制治活：L建＇!J；況 tて端的にがされている。 l!ll ち、北部に於てはる，：~；＂6(5 、 6 ／シ）多

量にiff.1.獲されるのむ上として、秋季Di急設ぷ少ないのは脊苧i:']i刊に引ったものが、大:l1(1足先LてirD.

獲される tフ＇）i立政し、主；！ょ手．主大部分が北上tff:：之江主つτi打へ降るからであろう s 又中部の地広告4：こ款

1) 

ド多いのは南下。時期吃中部方誌に訟立していたものと富下の捻中一部むものが合流して

ii'i.地方ではこの漁誌を窓盟主業とkっとおiM獲された、大；［：；カタクナイワシを f皐盟j又は f降う盤jと

呼んでいる．

一一一17一一一



潟、獲きれるためであろう。これらがおそらく湾丹に切るものと考えられる。

以主の！mく大；安湾i二来：控するカタクチイワシの移動之、比較的小規模なもので、民総；惑には行

われないφ ぞの移動ぷ何を目的としたものであるかは明ちかでないが常識的な~へとしては前半

は索併、後手法認卵を目杓ょしたものと思われる。

て罷卵〕 カタクチイワシの路m1羽iζ関しては、村上、真道（19,19）ば天本近海のものについて、

？？なIII、八鴇（1951）：土山口！＼宗務戸内持乃ものについて報告・しているの揺して同氏さかはいす＝れも瀞（5

6月〉政（11 ｝~） ・ D2l!] 汚われると記している。叉民喜、官JII (1952），主、 日記議カタクチイワシに

ついて痘護卵口保定を行つに結果、主えの段，Z::i主ぺているo!!flちl!iJ.~｛J..rD産卵；ま 2-5月に殺に行われ

以後は次第に減少してに 8月以降はgi3の持出は死？とe出来誌かったが、周年シラスが出現している

点、秋にも注卵してれると忠われるが．安字。大産卵に比較して道広少な仁と。…方雨宮、日比

谷、日（1950)D諾疋：ヱイワシシラスの研究iと於て、カグクチシラスが経年見られるのは関魚心法

界が、治主総年に立つ ζいると見てよい、と云っている。

大阪湾i二於げるカググチイワシの箆卯も、関手シラスが見られる点年rmを油じて行われると ;Jラ

へられるのしかしこうした中にも手三iifこよって泣的に治長がゐることはまミうまでもなし前記シ

ラス茨！，'nで速くた泊り、 i司；!f.t,~~,J：在·（3-6 母）と致（ l0-11 H）のさ［ul行われ、其i車己 として行

われないのはをの中・むがおと紋詑寄ることがわかる。却を大阪fNi亡 1）きりるカタクチイワシ ~）？；さな

路卵志iは説話シラスif!号、部ja）ミドヶ月／う五iケj誌なの2-5/j、9…ilH と去へる。 if って t~.1')11場も

広範開に迂って行わ札ている筏であるが、地曳絹Di長：1、獲：IJ

見て、相当北叩i二部していて、大知Jll'JU::qi心としたー誌が主な持。11r.号と見られる。一方和歌山

方閉じ降ったものは、和歌坊主n、湯没併に於て容の大産与Bが行われるのではないかと誌われるが

その諒f.lHについて法子明である。

カタクチイワシはこの授に長閑に且つ広範u計二五って時卯すると思れるが、その誌拠去して｝）Ji

J.U:rすの！実：；魚沼斡が、かなりはっき号3）う五4投限；亡分れるこ止は、カタクテイワ乙の産者IJが、或る

間織を註いて何rrnとなく繰返し行われるた岳、一地刀E若年BWJが担当長く、叉各総体に於りる成熟

訟況に相当のズレもあって、全体として・ンラスが殻ざ経年に亘って出現する紡烈となヲているの

で誌ないかと芯われる。

一－18-



τ玄
ヲC 約

1) ネ； i~J は大張市、よおけるカタクチイワシの生態に関する報告j·でまうる。

2) 5…i l月間に:ta-げる汚別体長組成法少なくともA-Dの4治体があって、これらの季節的変化

は5汚65.0-80.0mm程変の比較的大形魚のみで、 この一段は9月には体良 90.0mmlこ議する（

AH下〉。 GI]記入る去体長35.0-50.. 0mm 程度の，j 、 Jf~1浮（ B:11わがえ＇ffrに詰って諒L猿きれる。 ζ

のBl；おま9尽に75.0-80.Gmmに諸するが、 9Jヲになると挺陀体長55.0…60.Omni.野俊の小形訴

（じおわかH民主A”B/l'Mこi品って漁獲される。 10弓｛Z::.入って廷にB‘C11下re出つ℃体長 50.0-

55.Gmm(D：／：三）が現われる。

3) ：或長誌fr:1'.fIヶ年で大体、体長100.0mm:z::建し以後あまり成足しない。部iヶ年の成長或は1つ

の1II向誌で現わされる。 llllち静化後2ケ司でお.0-40.0mmIZ::.j哀しシラス問を絡。、 11,!iL. 2ヶ月し

て体芝GQ.O:..nm＼二達し早いもの：ま成魚と〈よる。

4) 体長（L~nm）主体}Jt(Wg）土の関係t主体長特.G~mn以上のものでは

w口 0.. 00012112・り5

で－現わされる0

,5) 'ffMf;f’数は、ふ1.81土0.50～45.55土0.55の従Wiで変売している。又発生ZIJi二分りると脊李発

生したものは45.55士45.2念、初、手わもの‘1-1.83～44.81ぞあつに。

u) 部，託t乃よとlま咋諮え.iWI.G夕戸捻38.4ヲ4で長if:b；若ニ7エ多〈なつてL、るが、成；；古；VJ（詫与Bff、（，）lとおいては

長き？の I弓める3手がす主つ土多〈九：つている ο 成熟：（｛i. 古：50~ぷ以J：を合む f.(1、φn

平iよfiO.(j1/;if.) 高卒を』j~＇.し、 ＊ tなの南部羽 i二おりるが民主：ま特呉の組；えをもっている。

7) 体長〈’l、mm)f* ~｛L;um）をの関係：まL=2?,.08T 十＇.？8.28で卵が治めて形成されるめ l主体長

28. cユ1r.nf7i 11トと:Jfit宅される。

体1!-.・:11?(?,jllj議）古＇－ Jf~rtz されるのは休長55.0～GO.G;um1議官ある。

8) 大境汚におするカタクチイワシの産卵法治どjが1=-1ζ立つ℃広純開に行われるがその中心は、

2-4 f~ 、 9·-111:J の和歌2自あってITT:f卵場は担当北部に｛長し大手11川況を中心としたー和が主な諾

写Ii1誌と見られる。

9) カタクテイワシ｛ま哲J函耗記長75.0-80ムnm で成，（~i，となる。 しかι私手のものは体長55.0mm

内外で~m 込の成主主ンたものもあり、帝季に比ぺ℃かな静 ,j、1限りものでも成魚となる。

10）カタクチイワ ιの生物学的設’j、形は、 500.0-55.0mm拝皮である。

11）或熱交〈卵巣） 1)表現（指度）（i普話器魚として取扱われる体長70.0mm以上のものについτは

、寺rHlti立lii:5Gmg、 卵巣長20mm.K125で現わされる．

12）抱卵激J主体長76.1--93.Smmの親i~.で、 1296 ～ 3941 粒、平均4583粧て’あった。但しこの卵数
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：ヱ第1=3た設卵と思われる長諮0.60～0.86mm万大彩写11（完5来日fi)のみでまうって、 更i乞第2；え、第3火

の放~i3を行ふ誌でみる。

ljji数〈汗：役〉とイヰ：長（Lmm、 ド）との鍔誌は

N=220.8 1'0 N-=17LH'OxIO』 1・0

で現わされる。

又gf3 ;n立）とJj!J数（Nきりとの｛悶係は

支出10135a.:'13ち の百棋の式でー現わされる。

13）海中で持集された卵合大きさは長fIO.B-1.仇nmでゐった 話して、 iま群｛と芭却と思わ

れるものであった，とれはおそらく、カタクチイワシの詑与Bが夜間行われ、会校内外む恕時日

に騨i乙するためであろうむ

1-1）仔魚｛土日：長.3• o・.w.n ~ 'Iトのものは沼化百伎のものと思われ、 i俣担；て｛玄米だ色主誌を欠き、旦つ

体｛Hljiこも殆ど色素iまなく L残ってしもと。

体長6• 0,11,n （［） ものは相当j広約U＝；：三立つ℃ さわ も完全に吸牧しておち限Jlきの も

完成されてい ぞ足（［：＇とはやや芳；殺し、間j長刀掠ii~が見られている。
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